
主な内容
●2017　新年のごあいさつ
●熊本地震における被災者等の支援金について
●熊本地震における大分県被災者義援金受付終了のお知らせ
１２月２７日、挾間小学校体育館でくすのき児童クラブに参加する児童たちが、お正月の
風物詩である伝統の遊び「羽根つき」を行いました。羽根つきを初めて体験する児童も
おり、みんな笑顔で楽しんでいました。
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羽ばたく１年に！



由布市長

首藤  奉文

２０17 新年のごあいさつ

由布市議会 議長

溝口  泰章

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
、
4
月
16
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
震
度
6
弱
の
大
き
な

揺
れ
と
継
続
的
な
余
震
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
へ
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
発
災
直
後
よ
り
、
湯
布
院
駐
屯
地
を
は
じ
め
全
国

の
皆
さ
ま
か
ら
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
国
・
県
の
支
援
を
含
め
約
25
億
円
の
予
算
を
投
入
し

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
市
民
生
活
の
早
期
再
建
、
農
業
、
観
光
関
連
産
業
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
今
現
在
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
平
成
29
年
も
、
地
方
創
生
と
第
二
次
総
合
計
画
を
推
し
進
め
る

中
で
”震
災
か
ら
の
復
興
“と
”新
た
な
る
創
生
“を
掲
げ
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、”震
災
か
ら
の
復
興
“と
し
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
・
安
全

な
道
路
網
を
確
保
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
農
業
、
観
光
関
連
産
業
が
輝
き
を
取
り
戻
し
、
真
の
復
興
を
成
し
遂
げ

る
た
め
施
策
の
強
化
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、”新
た
な
る
創
生
“に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
生
の
通
院
、
入

院
に
お
い
て
全
額
助
成
に
よ
る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
を
創
設
し
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
活
性
の
拠
点
と
な
り
ま
す
庄
内
公
民
館
の
建
設
、
由
布

院
駅
に
隣
接
し
観
光
の
情
報
発
信
拠
点
と
な
り
ま
す
Ｔ
Ｉ
Ｃ
（
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

更
に
湯
布
院
庁
舎
と
湯
布
院
公
民
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と

方
向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
ま
ち
、
由

布
市
を
創
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

由
布
市
の
発
足
か
ら
干
支
で
一
巡
の
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
時
の
流
れ

の
速
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
16
日
の
震
度
６
弱
と
い
う
激
し
い
揺
れ

か
ら
平
成
28
年
が
動
き
始
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昭
和
50
年
の
大
分
中

部
地
震
を
超
え
る
激
震
は
ふ
る
さ
と
由
布
市
を
理
不
尽
な
ま
で
に
揺
さ
ぶ
り
、

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
か
ら
８
ヵ
月
が
過
ぎ
た
今
、
国

や
県
の
復
旧
支
援
に
加
え
て
市
は
独
自
の
支
援
策
も
設
け
、
復
旧
か
ら
復
興

へ
と
そ
の
歩
み
を
加
速
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
世
界
で
も
屈
指
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
し
て
い
る
我
が
国
は
昭

和
20
年
に
は
国
土
全
域
が
焦
土
と
化
す
ほ
ど
の
戦
災
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
72
年
を
経
過
し
た
今
日
の
社
会
・
経
済
・
文
化
的
な
復
興
と
成
長
は
世
界
史

上
も
稀
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
力
を
私
た
ち
は
こ
の
身
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

由
布
市
も
以
前
に
増
し
た
地
域
の
活
力
創
造
に
向
け
、
行
く
先
に
希
望
を

見
据
え
た
新
た
な
展
開
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
も
市
民
皆
さ
ま
と
由
布
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
共
有
す
る
た

め
、
個
々
の
議
員
活
動
だ
け
で
な
く
議
会
と
し
て
市
民
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
を
通
じ
地
域
や
世
代
、
各
団
体
に
わ
た
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
一
世
代
先
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
り
上

げ
て
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
発
展
性
と

継
続
性
を
有
し
た
明
る
い
展
望
を
も
っ
た
構
想
と
具
体
的
計
画
を
構
築
し
て

行
政
に
反
映
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
年
が
未
来
を
照
ら
す
光
明
を
持
っ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、

高
浜
虚
子
の
句
を
添
え
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

去こ

ぞ年
今こ
と
し年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
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市政ニュース

　平成 28 年４月に発生した熊本地震における、大分県被災者義援金の受付を、平成 29 年１月31日㈫をもっ
て終了します。
　申請がお済みでない方は期限までに手続きを行ってください。
●問い合わせ　福祉課（本庁舎）　☎ 097-582-1265

　平成 28 年９月から受け付けをしています、由布市独自の支援制度について再度お知らせします。
　申請期限を設けていますので、早めの申請をお願いします。
　※ 申請期限　平成 29 年３月 31 日㈮

熊本地震における大分県被災者義援金受付終了のお知らせ

熊本地震における被災者等の支援金について

　１. 宅地崩壊復旧支援金

　２. 里道等復旧補助金

　３. 被災者住宅家賃補助金

目　　的 対　象　者　 支援金額 申請時提出書類
熊本地震において、居住
している住家の宅地が崩
壊し、住家に被害の恐れ
があるものに対し、石垣
および擁壁を復旧した費
用に関しての支援金。た
だし、塀（ブロック塀等）
は対象外

現に居住している宅地の石垣等を
修復した方
①住家に被害を及ぼす恐れのある
　宅地崩壊
②個人所有の土地で、住宅に被害
　を及ぼす恐れのある土地崩壊
③修復工事金額が、10 万円以上の
　もの

工事金額の
10パーセント

（上限 30 万円）

①修復工事の領収書および
　工事内容が記載されてい
　る書類（見積書等）
②工事現場写真（完成写真・
　着工前写真）

目　　的 補助対象　 補助金額 申請時提出書類

熊本地震において崩壊し
た里道等を復旧した費用
に係る補助金

下記の基準を満たした里道等の復旧
工事を行う自治区
①自治区からの申請であり受益戸
　数２戸以上で使用されていると
　認められる里道等
②見積書・領収書の発行ができる
　もの
③他の補助金等の交付および支給
　を受けていないもの

工事金額の
90 パーセント

（上限 50 万円）

①交付申請書
②申請箇所図
③着工前写真
④見積書（工事内容が記　 
　載されているもの）

目　　的 対　象　者　 補助金額 申請時提出書類

熊本地震において被災し
た世帯で、民間の賃貸住
宅に入居した家賃の補助
金

①地震発生時に由布市に住民票が
　あり、震災後居住していた住宅
　が住めなくなり、民間の賃貸住
　宅に転居した方
②住宅被害により由布市外の民間
　の賃貸住宅に転居し、今後再建
　され由布市内に居住する方

住宅家賃の
２分の１とし
6 ヵ月を補助

（上限１ヵ月分２万円）

①交付申請書
②り災証明書
③賃貸契約書および月額家
　賃が書かれたものの写し

●申請窓口・問い合わせ　（挾間地区）　　 挾間振興局地域整備課　　☎ 097-583-1111
　　　　　　　 　　　　　（庄内地区）　　庄内振興局地域整備課　　☎ 097-582-1111　
　　　　　　　 　　　　　（湯布院地区）　湯布院振興局地域整備課　☎ 0977-84-3111
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。
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自宅で申告書を作成できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面案内に従って金額等を入力することにより、確定
申告書等を作成することができます。
　税務署へは、①電子申告（e-Tax）でデータを送信、または②印刷して提出のいずれかにより申告できます。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）や e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご
覧ください。
申告書を郵送する場合
　大分税務署（〒 870-8616　大分市中島西１丁目１番 32 号）
※申告書の控えに収受日付印が必要な方は、申告書の控えと切手を貼付した返信用封筒を同封してください。
　なお、後日、申告書の控えのみをお持ちいただいても、収受日付印は押印できませんのでご注意ください。

市政ニュース

平成28年分所得税等確定申告のご案内

市県民税・確定申告相談日と会場のお知らせ

確定申告会場をご利用の際には、公共交通機関でお
越しください。
なお、最寄りのバス停は、「舞鶴町」です。

平成２８年分の確定申告書等には個人番号の記載が必要です

平成２８年４月の熊本地震災害により被害を受けられた皆さんへ

●税理士会による確定申告無料相談会場
　期　　間　２月 13 日㈪～２月 15 日㈬
　受付時間　午前９時～午後３時
●税務署が開設する申告相談会場
　期　　間　２月 16 日㈭～３月 15 日㈬
　＊土日・祝日を除く。ただし、２月 19 日㈰・２月 26 日㈰は開設しています。
●受付時間　午前９時～午後４時
　確定申告会場についての問い合わせは、大分税務署へお願いし
　ます（大分商工会議所への問い合わせはご遠慮ください）。
　※ 大分税務署内には確定申告会場を開設していません。

申告相談内容 申告会場 申告日（期間） 受付時間

年金収入のみの方
（国民年金・厚生年金・共済年金等）

湯布院庁舎２階大会議室 ２月 10 日㈮

午前の部
午前９時～午前 11 時受付

午後の部
午後 1 時～午後 4 時受付

挾間庁舎４階大会議室 ２月 13 日㈪・14 日㈫
本庁舎新館１階市民ホール ２月 15 日㈬

市県民税確定申告
※ 土曜日・日曜日の開設はしません
　が、２月 26 日㈰に限り各会場で
　開設します。

本庁舎新館１階市民ホール ２月 16 日㈭

　 　 　 　 　～
　　　　　　３月 15 日㈬

湯布院庁舎２階大会議室
挾間庁舎４階大会議室

税理士による無料申告相談（南九州税理
士会から税理士が派遣されます） 
※ 予定です。土日は除きます。

挾間庁舎４階大会議室 ２月20日㈪～２月24日㈮
本庁舎新館１階市民ホール ２月20日㈪～３月３ 日㈮
湯布院庁舎２階大会議室 ２月20日㈪～３月３ 日㈮

●問い合わせ　税務課課税係☎ 097-582-1269（内線 2163・2164・2165）     
      

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成２８年分の確定申告書等にはマイナンバー（個人番号）
の記載が必要となりました。なお、マイナンバー（個人番号）を記載した確定申告書等を税務署へ提出する際には、申告
されるご本人の本人確認書類または写しの添付が必要です。

《本人確認を行うときに使用する書類の例》
　例１：マイナンバーカード（個人番号カード）の表面および裏面の写し【番号確認および身元確認書類】
　例２：通知カードの写し【番号確認書類】+ 運転免許証または公的医療保険の被保険者証の写し【身元確認書類】など

　この度の地震で被害を受けられた皆さんに心からお見舞い申し上げます。
今般の地震災害により、住宅や家財などに損害を受けた方については、
①「所得税法」に定める雑損控除の方法、②「災害減免法」に定める税金の軽減免除による方法のいずれか有利な方法で
所得税および復興特別所得税の軽減または、免除を受けられる場合があります。
また、国税についての申告、申請、請求、納税などを期限までにできないときは、所轄税務署長に対して申告・納税等の
期限の延長を申請することができます。

●問い合わせ　大分税務署　☎ 097-532-4171（自動音声案内）

場所　大分商工会議所ビル６階（確定申告会場）
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「償却資産の申告」はお早めに

固定資産税の届出は忘れずに

　会社や個人で事業を行っている方が事業のために用いることができる構築物、機械、器具、備品な
どの有形固定資産を「償却資産」といい、固定資産税の課税対象となっています。

　固定資産税は、毎年１月１日現在の土地・家屋・償却資産の所有者に課税される税金です。
次の場合は必ず届け出を行ってください。

・平成 29 年１月１日現在の「償却資産」の所有状況を平成 29 年１月 31 日㈫までに、平成 29 年度申告書として税務課へ提
　出をお願いします。

（注 1- ア）平成 27 年 1 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までの期間に新規に太陽光発電設備を取得した者で、電気事業者に
　　　　　よる再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法第６条第２項に基づき経済産業省（九州経済産業局発行）
　　　　　から「10KW 以上の太陽光発電設備に係る設備認定通知書」の認定・交付を受けている場合は、特例がありますので、
　　　　　写しを添付し提出してください。

（注1-イ）平成28年4月1日以降に新規に太陽光発電設備を取得した者で、太陽光を電気に変換する特定再生可能エネルギー
　　　　　発電設備で総務省令で定めるもの ( 電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法第６条第
　　　　　１項の認定を受けたものを除く ) である場合は、特例がありますので「再生可能エネルギー事業者支援事業費補助
　　　　　金交付決定通知書」の写しを提出してください。
・償却資産の申告にはマイナンバーの記載が必要となります。法人 13 桁、個人 12 桁を以下により確認し番号記入をお願い
　します。
＊法人 13 桁番号は「法人番号指定通知書」または、「国税庁法人番号公表サイト（http://www.houj in）」
＊個人 12 桁番号は「マイナンバー通知カード（紙面）」または、「個人番号（マイナンバー）カード」
●問い合わせ　税務課課税係資産税担当（本庁舎）　☎ 097-582-1269（内線 2167・2170）

資産の種類 主な償却資産の例示
構築物 舗装路面、広告塔、門、塀など
機械および装置 太陽光発電設備（注 1）や、各種製造設備等の機械および装置など
船舶・航空機 船・飛行機・ヘリコプターなど

車両および運搬具 大型特殊車両、構内運搬車など
※ 自動車税、軽自動車税の対象となる物は除く

工具、器具および備品 事務用機器（複写機、パソコンなど）、エアコン、陳列ケース、医療用機器、
自動販売機など

こういったとき どうして

建物を新築・増築したとき
住宅などを新築・増築し、12 月 31 日までに完成した場合は、翌年度の固
定資産税の対象となるため、家屋調査が必要となります。調査が終わって
いない方は連絡をしてください。

建物を取り壊したとき
12 月 31 日までに建物の一部または全部を取り壊した場合は、届出をお願
いします。取り壊した建物については、翌年度から固定資産税の対象外と
なりますが、届出がないと課税の対象となることがありますので、届出は
早目にお願いします。

未登記の建物を譲渡したとき
未登記の建物を 12 月 31 日までに譲渡 ( 売買・相続・贈与など ) された場合、
市役所に届出が必要となります。届出がない場合、前所有者に固定資産税
が課税されることになりますのでご注意ください。

所有者が死亡したとき

固定資産税の所有者が亡くなった年の 12 月 31 日までに相続登記が済ん
でいない場合は相続人代表者指定届を提出してください。代表者の方に納
税通知書等の書類を送付します。固定資産税を口座振替でお支払していた
場合は引き落としができなくなることがありますので、口座振替に関する
手続きをお願いします。

●問い合わせ　税務課（本庁舎）　☎ 097-582-1269
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●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

意
見
募
集)

　
由
布
市
で
は
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
方
針
と
し
て
、
「
由
布
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
市
民
の
方
か
ら
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対　
象

　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
お
よ
び
市
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人
等

●
提
出
方
法

　
２
月
10
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
住
所
と
氏
名
等
を
記
入
の
う
え
、
直
接
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
財
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
財
政
課(

本
庁
舎)　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
７
６

　
国
内
に
お
い
て
、
野
鳥
お
よ
び
家
き
ん
等
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
鳥
や
家
き
ん
等
の
死
亡
や
異
状
を
発
見
し
た
場
合
は
、
農
政
課
ま
た
は
各
地
域
整

備
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
家
き
ん
等
の
複
数
死
は
畜
産
セ
ン
タ
ー
へ
）
。

　
な
お
、
国
内
で
生
産
・
流
通
さ
れ
る
鶏
肉
・
鶏
卵
は
安
全
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
安
心
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
き
ん
等
を
飼
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
適
切
な
飼
養
管
理
や
消
毒
、
野

鳥
の
侵
入
防
止
等
の
予
防
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課
（
本
庁
舎
）
・
庄
内
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
挾
間
地
域
整
備
課　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

　
湯
布
院
地
域
整
備
課　
　
　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

　
畜
産
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
３
４
４　

　
夜
間
休
日
（
市
役
所
当
直
）　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ　

http
://w

w
w

.m
aff.go.jp

/

市政ニュース

由
布
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画(

案)

に

つ
い
て
の
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

由布市みらいふるさと寄附金（ふるさと納税制度）に
お礼品の贈呈をはじめます！！
　１月下旬から、寄附者の方へ、お礼の気持ちを込めて由布市の特産品（サービスを含む）の贈
呈をはじめます。
　これは、由布市を応援してくださる方を増やすとともに、由布市の特産品のＰＲや販路拡大に
よる地域経済の活性化に寄与することを目的に取り組むものです。
　市民の皆さんにおかれましては、由布市出身の方や由布市を応援してくださる方へ、機会があ
れば取組開始についての情報提供をして頂けると幸いです。
　また、さらなる充実を図るために、お礼品に協力して頂ける事業者の募集も、今後随時行って
いく予定です。時期や内容等につきましては、由布市公式ホームページ等でお知
らせします。ご協力の程、よろしくお願いします。
　※お礼品の贈呈については、由布市外の居住者で１万円以上の寄附をし
　　て頂いた方を対象としています。詳しくは、問い合わせまでご連絡
　　ください。

●問い合わせ
　総合政策課（本庁舎）☎097-582-1111（内線1243）
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障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
心
身
の
状
態
が
由
布
市
の
定

め
る
基
準
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
障
が
い
者
お
よ
び
特
別
障
が
い
者
に
準
ず
る
者
と
し

て
、
市
が
発
行
す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
で
本
人
・
配
偶
者
・
そ
の
他
の
扶
養

親
族
は
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
印
か
ん
を
持
参
の
上
、

福
祉
課
、
地
域
振
興
課
福
祉
係
の
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
受
付
後
は
、
審
査
し
認
定
の
可
否
を
決
定
し
て
、
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
６
５

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎
年
８
月
か
ら
翌
年

７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
支
給

が
見
込
ま
れ
る
方
に
、
２
月
に
お
知
ら
せ
と
支
給
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、保
険
課
も
し
く
は
地
域
振

興
課
保
険
係
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

　
支
給
申
請
書・お
知
ら
せ
の
文
書・印
鑑・通
帳
等（
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の
）・

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　
ド
等
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の
）

※
申
請
者（
代
理
人
含
む
）の
身
元
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ

　
保
険
課
（
本
庁
舎
）
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
２
１　
　

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７
１
（
代
表
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
券
の
有
効
期
限
は
3 

月
31 

日
㈮
ま
で
で
す
。

　

す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を
定
期
的
に
さ
れ
て
い

る
方
や
、
本
年
度
健
康
診
査
に
相
当
す
る
健
診
を
受
診
さ

れ
た
方
は
、
必
ず
し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　
健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７
１ (

代
表) 

●
送
付
の
お
知
ら
せ

　
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
（
平
成
28
年
中

に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
額
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
・
介
護
保
険
料
額
の

証
明
書
）
は
、
１
月
中
旬
に
郵
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
徴
収
対
象
者

の
方
で
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
さ
れ
た
保
険
税
・
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
各
年
金
保

険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
証

明
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課
保
険
係
（
本
庁
舎
）　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
２
１
（
内
線
１
１
３
６
・
１
１
３
７
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
（
本
庁
舎
）

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
２
０
（
内
線
１
１
１
６
・
１
１
１
７
）

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
?

社
会
保
険
料
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市政ニュース

水道料金の改定を検討しています
　現行の水道料金は、平成17年10月の由布市合併以来、10年間据え置きしてきました。
　安心・安全な水を安定して供給するため、水道施設の強靭化、耐震化を推進するとともに適切
な維持管理や定期的な更新をしていかなければなりません。しかし、それらに掛かる費用は料金
収入により賄われており、施設の運転管理などの合理化に取り組んでいますが管路の老朽化や人
口の減少による使用水量が減少しつつあることから、事業運営に必要な財源も減少し、近年の企
業会計では平成24年度以降、収益的収支が赤字に転落しています。
　更新需要は増加する一方であるのに対して、今後の工事財源が確保できてないばかりか減収に
より近年は損失計上であるため、事業運営にも支障が及んでいる状況です。
　施設の老朽化の進行や耐震化の停滞に対応していくため、試算では15年間で50億円以上となり
ます。
　これらを踏まえ、由布市では水道料金改定に向けた検討をしています。

収支状況
　　 年度 区分 22 23 24 25 26 27

収益的収入 487,209 491,807 474,625 477,251 566,244 564,207 
収益的支出 486,577 489,514 495,036 522,854 615,668 583,224
収　支　額 　　632 　2,293 △20,411 　△45,603 △　49,424  △19,017  

収益的収入：料金収入など  
収益的支出：水道事業運営のための経費（修繕費、人件費、動力費、物件費など）

収支状況
　　 年度 区分 22 23 24 25 26 27

資本的収入 161,944 51,645 308,015 424,849 176,291 205,553 
資本的支出 349,115 247,511 491,946 621,929 383,311 388,697
収　支　額 △187,171 △195,866 △183,931 △197,080 △207,020  △183,144 

資本的収入：企業債や負担金など
資本的支出：水道施設等整備に係る経費や企業債償還元金など

補足資料
▶収益的収支　平成 24 年度以降、損失となっています。

▶資本的収支 施設整備に係る費用（資本的収支）の不足額は、毎年積み立てている財源から支出
しています。料金等の収入より、水を作るための費用（修繕・人件・動力費など）
が多い状態では、この財源を計画通りに積み立てられなくなります。

単位：円

単位：千円

単位：千円

単位：百万円 単位：百万円
収益的収入 資本的収入
収益的支出 資本的支出

収益的収支 資本的収支

22 22
0 0

200 200

400 400

600 600

800 800

23 2324 2425 2526 2627 27

供給単価・給水原価の推移（1m3 当たり） 
　　 年度 区分 22 23 24 25 26 27

供給単価 131.32 131.51 132.77 133.04 132.38 132.28
給水原価 148.35 151.71 155.51 164.37 196.99 185.31

供給単価：利用者皆さんからいただく料金単価
給水原価：利用者皆さんへ給水するためにかかる費用単価
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水道料金改定方針（案）

由布市では、水道料金改定について、平均30％程度の値上げを検討しています。
また、料金の激変緩和策として、引き上げ額の経過措置を講じる検討もしています。
●問い合わせ　水道課（本庁舎） ☎097-582-1328

【水道料金体系の大別】
　現行の用途別料金では、住宅と店舗の併用など使用形態が多様化
する状況にあり、家庭用・営業用の適用基準が曖昧となり、公平性
の確保が必要なことや、大口径の利用者は一度に大量の水の使用が
可能であり、その分多額の設備投資が必要になるため、口径が大き
い程、費用を多く負担すべきとの観点から、水道メーターの口径に
応じた料金を設定する口径別料金とする検討をしています。

【水道料金区分の組み立て方】
　水道事業は、典型的な装置産業であり、施設や設備に係る固定
費が給水原価の大部分を占めており、この固定費の回収のために
安定した収入がなければ健全な経営ができません。これを水道使
用水量に係る従量料金のみで賄うことは適切でなく、基本料金と
従量料金からなる二部料金制を検討しています。また、水道利用
者に対して、使用水量に応じた適正な対価を求めることは、負担
の公平性の点からも適当と考え、基本水量は廃止とする検討をし
ています。

【従量料金の組み立て方】
　使用水量が多くなると、更に多額の投資につながり、その増額
分については利用する水量に応じ反映させていく必要があるため、
使用水量が多くなる程に、段階的に1ｍ3当たりの料金を高くして
いきます。また、設定については5段階とする検討をしています。

【由布市の料金体系（2系統）】
　水道料金については、統一を図るべきと考えますが、現行料
金での格差、地域性を鑑みた時に統一することは困難と考えて
います。挾間町と庄内町を統一し、湯布院町における簡易水道
と上水道を統一した2つの料金体系とする検討をしています。

水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）水道事業運営協議会の答申を参考にした1ヵ月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）

水道料金体系の大別

従量料金の組み立て方

由布市の料金体系（2系統）

　　口　径　別

　   逓　増　型

庄内町・挾間町 湯布院町

口　径 使用水量ｍ3 庄内町・挾間町 湯布院町
現　行 改定案 差　額 現　行 改定案 差　額

13mm

5 1,200 1,025 △ 175 850 725 △ 125
10 1,200 1,850 650 850 1,250 400
20 2,750 3,700 950 1,850 2,400 550
30 4,300 5,550 1,250 2,850 3,550 700
40 5,850 7,950 2,100 3,850 4,800 950
50 7,400 10,350 2,950 4,850 6,050 1,200

20mm

5 1,200 1,125 △ 75 850 825 △ 25
10 1,200 1,950 750 850 1,350 500
20 2,750 3,800 1,050 1,850 2,500 650
30 4,300 5,650 1,350 2,850 3,650 800
40 5,850 8,050 2,200 3,850 4,900 1,050
50 7,400 10,450 3,050 4,850 6,150 1,300

25mm

5 1,200 1,325 125 850 1,025 175
10 1,200 2,150 950 850 1,550 700
20 2,750 4,000 1,250 1,850 2,700 850
30 4,300 5,850 1,550 2,850 3,850 1,000
40 5,850 8,250 2,400 3,850 5,100 1,250
50 7,400 10,650 3,250 4,850 6,350 1,500

水道料金区分の組み立て方
（二部料金制）

基本料金 従量料金
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地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員のご紹介
　市報ゆふ12月号の10ページでお知らせした、「民生委員・児童委員のご紹介」の中で、庄内地域・挾間
地域の記述に一部誤りがありましたのでお詫びの上、訂正します。正しくは下記のとおりです。
●問い合わせ　福祉課（本庁舎） ☎097-582-1265(内線2142)

市政ニュース

氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区
甲
カ イ

斐 　 善
ヨ シ マ

馬 畑田 畑田・みどり団地・猪野竹ノ下 小
オ ノ

野　ア
ア イ コ

イ子 西長宝 久保 田
タ ナ カ

中 　 豊
ユタカ 大龍 大龍西部

小
オガタ

縣　タ
タ エ コ

ヱ子 長野 長野・葛原 首
シュトウ

藤 　 善
ヨシトモ

友 東大津留 柚の木・小挾間・影戸 那
ナ ス

須　ト
ト シ コ

シ子 龍原 龍原

佐
サ ニ シ

西 　 昌
ショウジ

次 高岡 佐平治・橋爪・甲斐田・宇南水足・小松台 河
カワノ

野　美
ミ ホ コ

保子 東大津留 瀬口・中尾・宗寿寺・竹の中 佐
サ ト ウ

藤 　 憲
ノリアキ

彰 阿蘇野 原中・井出下・上重

服
フ ク ベ

平 　 志
シ ロ ウ

朗 中 深谷・雲取 大
オ オ ク ボ

久保　髙
タカヨ

代 渕 渕６区・渕７区 大
オオツカ

塚　久
ク ミ コ

美子 阿蘇野 高津原・栢の木・中村

佐
サ ト ウ

藤 　 晃
コウヘイ

平 庄内原 東家・小原 大
オ オ ツ ル

津留　時
トキオ

男 渕 渕５区 工
ク ド ウ

藤 　 啓
ケ イ コ

子 阿蘇野 日ヶ暮・永十・伊小野

日
ヒ ノ

野 　 正
マサヒロ

博 平石 平石・下武宮・中武宮 大
オオシマ

嶋 　 孟
タケノリ

則 野畑 野畑３区・野畑４区 一
イッポウシ

法師　嘉
カロク

六 直野内山 直野内山

佐
サ ト ウ

藤 　 利
トシノブ

信 西 蓑草・上武宮 栗
クリバヤシ

林　い
イ ツ コ

つ子 柿原 柿原１区・柿原２区
主任児童委員

畑田 大
オ オ ノ

野　直
ナ オ ミ

美(阿南・西庄内)
加
カ ト ウ

藤 　 春
ハ ル ト

人 東長宝 櫟木・五福 佐
サ ト ウ

藤 　 晴
ハ ル ミ

美 大龍 大龍東部２区 東長宝 森
モリヤマ

山　俊
シュンジ

司(東庄内・南庄内・阿蘇野)
大
オ オ ツ ル

津 留 　 孝
タカシ 東長宝 蛇口・長宝団地・なごみの里 後

ゴ ト ウ
藤 　 益

エ キ コ
子 大龍 大龍東部１区 挾間町

佐
サ ト ウ

藤 　 鈴
ス ズ エ

江 西長宝 小野屋・高津透内 佐
サ サ キ

々木    佐
サ ヨ コ

代子 五ヶ瀬 五ヶ瀬・ドリームタウン五ヶ瀬 工
ク ド ウ

藤　太
タ イ チ

一 谷 山田・中惠・田ノ小野

庄　内　●民生委員・児童委員

●募集方法　ハガキによる公募とし、シルバー作
　品展の趣旨にふさわしいものとします。
　①募集部門　短歌、俳句、川柳
　　（川柳のみ課題を設けます）
　②募集期限　１月31日㈫　※当日の消印有効
　③応募資格　大分県在住の60歳以上
　　（昭和33年4月1日以前に生まれた方）
　④応募規程
　　㋐未発表作品。１人につき短歌を1首、俳句
　　　を2句、川柳を2句まで
　　・川柳の課題は「競う」とします。
　　㋑応募はハガキを用いて各部門別に応募し
　　　てください。
　　・必ず楷書で記載することとし漢字にはふ
　　　りがなをつけること
　　・住所、氏名（ふりがなをつけること）、生
　　　年月日、性別、電話番号、所属（団体名）
　　　を明記すること
　※なお、氏名に筆名を使用する場合は、本名
　　も記載してください。
●表彰
　①各部門別に入選作品を表彰します。
　②その他、最高齢者賞（男・女１人）を授与
　　します。※過去の受賞者は除く。
●参加費　無料
●応募先　応募希望者は、各庁舎福祉係に用意
　している応募用ハガキに必要事項を記入の上、
　大会事務局まで郵送で提出してください。
●問い合わせ　福祉課福祉係（本庁舎）
　☎097－582－1111（内線2147）

由布市・田北奨学会奨学生募集についてシルバーふれあい短歌・俳句・川柳展作品募集
第28回　豊の国ねんりんピック

<入学一時金１月募集について>
　由布市・田北奨学会では、平成27年度から「入学一時
金制度」を開始しています。
●対象者（３点すべてに該当する方）
　①保護者または世帯主が１年以上由布市に在住してい
　　る人のお子さん
　②大学またはこれに準ずる学校へ進学を予定している人
　③優秀な資質を有し、経済的事由により入学金等の支
　　弁が困難な人
　※高校入学予定者は、対象外です。
　※今回の募集は、推薦等で平成29年４月から進学する
　　学校が決定している人が対象です。
●貸与金額　 20万円以内
　※２月下旬～３月上旬に振り込みます。
●募集期間　１月12日㈭ ～１月31日㈫
　（募集期間終了後に選考を行い、奨学生を決定します）
●その他
　・貸与は１人につき1度限りとします。
　・本奨学金は貸与制のため、卒業後に償還していただきます。
　・入学予定で貸与を受け、入学の事実がない場合や確
　　認できない場合は、貸与を受けた全額を平成29年５
　　月までに返還していただきます。
※入学一時金を除いた奨学金は平成29年４月募集となり
　ます。
●今後の募集について（年３回行います）
　・１月募集（※今回）… 平成29年の４月に
　　　　　　　　　　　　入学（予定）の人
　・４月募集…平成29年の４月に入学をした人のみ
　・10月募集…平成30年の４月に入学（予定 ）の人
●申込先・問い合わせ　教育総務課（本庁舎）
　☎097－582－1177（内線1311）
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　湯布院町の川西小学校の児童たちが、菊
作りを行い見事な花を咲かせました。これは、
７月14日に開講された「菊作り教室」をきっ
かけに育てはじめたもので、１・2年生は「生
活」、３年生から６年生は「総合的な学習」の
授業の中で行われました。湯布院町で菊作り
を得意とする講師を招き、水や肥料のやり方
などのお世話の仕方を学んだそうです。児童
たちは毎週決まった曜日に、水や肥料をあげ
る当番を決め大事に菊を育ててきました。今
回の取り組みについて、阿部教頭先生は「生
き物などの命の大切さや継続する力、責任感
を養ってもらえれば」と話してくれました。
きれいに花を咲かせた菊は地域のかたがたか
らの評判もよく、11月6日に開催された「川
西文化収穫祭」の中で展示されました。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　11月27日、湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センターで「大分自動車道由布
岳スマートＩＣ(インターチェンジ)開通祝賀式」が行われまし
た。当日は、関係者を含め約100人が出席。首藤市長、西日本
高速道路（株）の石塚由成社長らが「開通後、利便性の向上を

含めさまざまな効果が期待できる。由布市を含
む周辺地域の発展に繋がって欲しい」とあいさ
つをし、工事報告などが行われた後、現地会場
へ移動。関係者によるテープカットと由布院幼
稚園の園児たちによる風船飛ばしが行われまし
た。その後、通り初め式では関係者らを乗せた
車約20台がスマートＩＣを通過し、同日午後３
時、開通を迎えました。由布岳スマートＩＣは、
湯布院町塚原の大分自動車道由布岳パーキング
エリアに設置され、利用についてはＥＴＣ専用
で全長12メートル以下の車を対象としています。
また、乗り降りの際には開閉バーの手前で一時
停止が必要です。

開

活

利
便
性
の
向
上
に
期
待
！

菊
作
り
か
ら
学
ぶ

通

動

◀川西小学校 正面玄関に
　飾られた菊

　11月20日、阿蘇野小学校体育
館で「阿蘇野ふるさと祭り」が
開催されました。これは学校・
家庭・地域の結びつきをより強
く し よ う と い う 目 的 か ら 長 年
続く祭りで、今年は午前中に学
習発表会、午後からは「由布高
校郷土芸能部」と「はさま子ど
も太鼓」を招いて神楽の演舞と
和太鼓の演奏を行い交流を深め
ました。祭りの最後は阿蘇野小
学校の校歌をみんなで歌い、阿
蘇野への郷土愛を確認しました。
はさま子ども太鼓が使用してい
る桶胴太鼓などは、宝くじの公
益金を財源とするコミュニティ
助成事業により新調されました。

祭

結
び
つ
き
を
大
切
に

り
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　11月19日、中高一貫教育合同生徒会が、
ボランティア清掃を行いました。由布高校
と市内３中学校の生徒会執行部と有志のメ
ンバー、合計90人がJR向之原駅、小野屋
駅、由布院駅の３カ所に分かれて約１時
間の清掃活動を行いました。「４校の生徒

の親睦を深め
る交流活動」
と「市域への
貢献活動」を
目 的 に し た
取り組みで、
年々活動の輪
が広がってお
り有意義な活
動 と な り ま
した。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　11月８日、大分市の七瀬川自然公園グラ
ウンドで「大分県身体障がい者ゲートボー
ル大会」が開催されました。県内22チーム、
132人が参加。由布市からは挾間のチーム
が出場し、日頃の練習の成果を発揮し見事
優勝を勝ち取りました。平成29年の10月
には九州大会が開催されるため、由布市
チームの活躍に期待し応援しましょう。

　11月27日、「第１回大龍まつり」が開
催されました。これは、大龍東部１区自治
区が昨年度から取り組んでいる由布コミュ
ニティ（地域の底力再生）事業の一環とし
て催したもので、当日はあいにくの雨とな
りましたが、数多くの出店や子ども神楽な

どのステージ
イベントもあ
り大いに盛り
上がりました。
今後も地域コ
ミュニティ活
性化のため事
業に取り組み
たいと話して
くれました。

 　11月12日から13日までの２日間、「第
４９回湯布院公民館まつり」が開催されま
した。ステージでは、大正琴の演奏や子ど
も教室の発表、ゆふいん子ども神楽、ゆふ
大学による民謡などの発表があり、各ス
ペースには菊や俳句、フラワーアレンジメ
ントなどの展示がありました。また、最終
日にはお楽しみ抽選会が行われ、会場は大
いに盛り上がりました。

大
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　11月26日、湯布院公民館で「ゆふいん音
楽祭2016　秋の夕べ」が開催されました。
ゆふいん音楽祭は、2009年に第35回をもっ
ていったん幕を降ろしましたが、４月の熊本
地震をきっかけに町の大切なものを見つめ直
し表現しようという機運が高まり、７年ぶり
に復活。市内外から多くの聴衆が訪れ、会場
全体が一体となって、クラシック音楽を楽し
みました。

　12月19日、100歳を迎える釘宮フユ子
さんのお祝いに、首藤市長が庄内町渕のご
自宅を訪れました。釘宮さんは、19歳で結
婚しご主人と一緒に米作りに専念。60歳ご
ろまで農業を続け、その後は畑の草むしり
や野菜づくりを行う日々を送りました。現
在も畑に腰を下ろし草むしりをするなどと
ても元気な釘宮さん。長寿の秘訣は、のん

びりと過ご
し、好き嫌
いなく何で
も食べるこ
とだそうで
す。100歳
おめでとう
ございます。

長

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

寿

感

ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
が
復
活
！

動
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　11月29日、由布市食生活改善推進協議会
（大久保貴美子会長）と由布ときめきアグリ
（小野恵美子会長）による初めての合同研修
会が由布市役所本庁舎で開催されました。地
元産の食材を活用し、食育教室等へ生かす目
的で行われた研修会では、バターやチーズづ
くりをはじめ、今が旬のあまねぎのシチューや

ミニトマトの
カ プ レ ー ゼ
な ど を 作 り
ま し た 。 両
会 が 連 携 し
て、活動する
場 を 広 げ る
きっかけづく
りのひとつに
なりました。

　12月10日から11日までの２日間、イオ
ン挾間店で「イオン挾間ファミリークリス
マス～キッズパーティー～」が開催されま
した。これは、挾間子育て実行委員会主催
のもので、地域の子ども連れの家族が楽し
めるイベントです。当日は、赤ちゃん笑

相撲やハイ
ハイレース、
ゆーふーと
遊ぼうなど
が行われ、
訪れた家族
の笑顔あふ
れる１日と
なりました。

　12月10日、東庄内小学校で「第２回人
権を大切にする市民の集い」が開催されま
した。「人権デー」、そして「人権週間」の最
終日となるこの日、人権作文・標語・ポス
ターの入選者表彰などに加え、おおいた子
ども支援ネットの矢野茂生氏による「あな
たにあえてよかった」と題しての講演も行
われ、子どもの人権やそれを取り巻く社会
のあり方などについて改めて考える機会と
なりました。

　12月11日、畑田自治区公民館広場で
「年末もちつき大会」が行われました。こ
れは、畑田自治区の青壮年部と子供会が協
力し実施されたもので、当日は72人が参加。
つきたてのお餅からは湯気があがり、とて
も美味しそうでした。つきあがったお餅に
ついては、75歳以上を対象に52世帯へ配
布し、地域の温かみを感じる１日となりま
した。

　12月17日、由布市内図書館３館で図書
通帳運用開始における記念式典が開催され
ました。図書通帳とは、対象図書館で借り
た本を記録できるもので、動物をモチーフ
にしたデザインを絵本作家ユニット「ザ・
キャビンカンパニー」が手がけました。当
日は図書通帳最初の利用者に対し各図書館
で認定書を授与。由布市立図書館での記念
式典で加藤教育長は「読書は心の糧となり

ま す 。 こ の
通 帳 が 読 書
の き っ か け
と な れ ば 」
と 話 し ま し
た。
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 　12月3日、『第4回移住交流座談会』が庄
内町西（旧星南幼稚園）にある『ゆふ移住
交流センター「星とぴあ」』で開催されまし
た。今回は空の牛乳パックを利用してワー
クショップ形式でランタンを作成。集まっ
た大人たちから子どもたち総勢45人が世
代を超えて楽しく会話しながら協力して作
り上げました。その後、みんなでモロッコ
料理を食べ、出来上がったランタンに火を
灯すなど、年齢関係なく交流を図った１日
になりました。

交

移
住
交
流
座
談
会

流
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健康ナビ
健

康
マ
イレ
ージ

応
募
のご
案内　1万ポイント以上のマイレージシートで応募が可能となります。

　今回、窓口では応募受付のみとなります（1,000 円の商品券
はその場ではお渡ししません）。３月下旬（予定）に商品券現物
を送付します。

　医療機関で健康診査や各種がん検診を受けた方、職場での健康診断を受けた方にも
マイレージポイントを差し上げています。
　診断結果を証明できるものをお持ちのうえ、挾間振興局地域振興課、湯布院振興局
地域振興課、健康増進課（本庁舎）窓口へお越しください。
【健康診査 3,000 ポイント、大腸がん・胃がん検診各 2,000 ポイント、
　女性がん検診各 1,000 ポイント】

受付期間

応募方法

応募受付窓口

２月１日㈬～３月３日㈮
※期間前、期間終了後は受付できません。
※ポイント付与は２月 28日㈫まで

①健康マイレージ１万ポイント以上のマイレージシートに必要事項を記入し、受付
　窓口にご提出ください（由布市ポータルアプリでのポイントは、スマートフォン
　をご持参のうえ、ご提示ください）。必要事項が記入されていないと無効になります。
②審査、抽選

③ 1,000 円（当選者には＋10,000 円）の商品券を送付します。
※お受け取りしたマイレージシートは、お返ししません。
※「こつこつ健康づくり記録シート」「食のマイレージ記録シート」に取り組まれている方も、日数に応じ
　ポイントを加算しますので、同時にご持参ください。
※ポイント券はホッチキス等で外れないように留めてください。

挾間振興局地域振興課・湯布院振興局地域振興課・健康増進課（本庁舎）

平成 29年度からの健康マイレージは内容を変更する予定です。今後、市報等でお知らせします。
●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）☎ 097-582-1120　（内線 1122）

① 1,000 円相当の商品券
　（お一人様一口限り。
　　何口応募されても 1,000 円のみ）

平成 29年度からの健康マイレージは内容を変更する予定です。今後、市報等でお知らせします。

②抽選で 100人に10,000 円相当の
　商品券（１万ポイントを一口とし
　て何口でも応募できます）
　複数当選なし

生きがいデイサービス事業　事業移行のお知らせ
　市内にお住まいの65歳以上の方で要支援・要介護認定を受けていない方を対象として実施
しています「生きがいデイサービス」は平成29年 4月 1日をもって「由布市事業所提案型介
護予防教室」へと移行されます（今年度中に既に移行済みの事業所もあります）。
　現在、「生きがいデイサービス」をご利用の方や介護予防に取り組みたい方は、「事業所提案
型介護予防教室」や地域で実施される他の介護予防事業などを活用し、健康維持・増進と自立
した生活を継続していきましょう。
●問い合わせ　健康増進課介護保険係（本庁舎）　☎ 097-582-1120

由
布
市

さらに
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■ 挾間
1 / 1 8 ㈬
2 / 9 ㈭

１歳６ヵ月児健診
３歳児健診

挾間健康センター
挾間健康センター

13：15～14：00受付
13：15～14：00受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
1月13日・20日・27日、2月3日・10日

■ 庄内
1 / 3 1 ㈫ 10～11ヵ月児健診 庄内保健センター13：15～13：45受付

■ 湯布院
1 / 2 4 ㈫ 10～11ヵ月児健診 ゆふいん子育て支援センター13：00～13：15受付

健康カレンダー

休日当番医

■ 歯科医
2/12（挾）木本歯科クリニック 097-583-3385

心の相談
●中部保健所由布保健部
　☎097-582-0660　※要予約
　1月27日㈮・2月24日㈮  午前10時～正午
●健康増進課（本庁舎）  
　☎097-582-1120　※要予約
　2月10日㈮ 面談：午後１時～午後２時30分
　　　　　　 電話：午後３時～午後４時30分
●上記日以外でご相談希望の場合は「総合相談窓口」へ
　☎080-8566-6214
　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時

■ 内科・外科医
1/15（挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
1/22（挾）ひろたクリニック 097-583-5777
1/29（湯）日野病院 0977-84-2181
2/ 5 （湯）足立クリニック 0977-28-2226
2/11（湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
2/12（庄）おざきホームケアクリニック 097-582-0013

健康立市推進記念講演会を
開催します

　自分の事、家族の事で問題をかかえていませ
んか？
　一人で抱え込まないで、まずは話してみませ
んか。
　臨床心理士・社会福祉士があなたのお話を
ゆっくりおききします。
●日　時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前９時～正午、午後１時～午後４時
※ 要予約　お電話にてご予約ください。
　相談時間は１時間程度です。
●場　所
　由布市役所本庁舎本館 1 階健康増進課
　（挾間庁舎、湯布院庁舎でもおこなえます。
　　ご相談ください）
●電話受付時間
　月曜日～金曜日（祝日除く）
　午前９時～午後５時
●予約・問い合わせ
　☎ 097-582-1120（内線 1123）
　または専用携帯電話　☎ 080-8566-6214

　ちびっこ広場で節分豆まきを開催します。 
　節分の歌を歌ったり、鬼のお面を作ったりと楽しい
内容を企画しています。 
ぜひご参加ください。 
●日にち　２月３日㈮ 
●場　所　挾間健康センター 
●時　間　午前９時30分～ちびっこ広場スタート 
　　　　　午前 10時35分～節分豆まきスタート 
　　　　　２月のお誕生日会もします。
●問い合わせ
　挾間健康センター
　☎ 097-583-1111（内線 2120） 

2017

　記念講演会を開催します。当日はシャトルバス
も運行します。ご参加お待ちしています！
●日　時　２月12日㈰
　　　　　午前９時30分～午前11時15分
　　　　　（受付：午前９時15分～）
●場　所　はさま未来館  
●内　容
　「 健やかで元気な街をつくる
　 ～市民を健康にするまちづくりの実践に向けて～ 」
●講　師　京都大学大学院非常勤講師・
　　　　　元 富山市副市長　神 田  昌 幸　氏
※健康マイレージ2,000ポイント進呈
　(28・29年度いずれでも利用可）   
※シャトルバスについて
　先着での事前予約制とします。
　下記問い合わせまでお電話で申し込みください。
　当日　午前8時35分　湯布院庁舎正面玄関前出発
　　　　午前9時　5分　本庁舎正面玄関前出発
　　　　午前9時20分　挾間庁舎正面玄関前着予定
●問い合わせ
　健康増進課（本庁舎）
　☎097-582-1120　（内線1122）

総合相談窓口総合相談窓口 保健と福祉の

節分豆まきのお知らせ
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ゆふスポ！まちのスポーツ情報

県内一周駅伝大会
　いよいよ、２月20日㈪から「第59回県内一周大分合
同駅伝競走大会」が始まります。大会３日目に当たる２
月22日㈬は、各郡市の選手が本庁舎前を再出発し、㈲ス
ギショー前で中継したのち湯布院庁舎前にゴールします。
沿道でのご声援よろし
くお願いします。
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局
　（スポーツ振興課内）
　☎097-582-1217

平成２８年 湯布院町少年少女サッカー大会 
　12月３日、湯布院ス
ポーツセンター人工芝
競技場で湯布院町少年
少女サッカー大会が開
催されました。２つの
リーグに13チーム149
人が参加。白熱する試
合が繰り広げられ、会
場は歓声で盛り上がり
ました。結果は次のと
おりです。
トップリーグ
優　勝　新町Ａ　準優勝　湯平　３　位　塚原　　

平成２８年度 第２３回挾間町自治区対抗
男女混合９人制ソフトバレーボール大会
　12月11日、挾間体育センターで「第23回挾間町自治
区対抗男女混合９人制ソフトバレーボール大会」が開
催されました。Ａ部６チームＢ部６チーム計12チーム、
165人が参加し、息の合ったプレーを繰り広げました。

第４５回  挾間町自治区対抗
町内一周駅伝大会

　12月４日、「第45回挾間町自治区対抗町内一周駅
伝大会」が挾間中学校をスタート・ゴール会場として、
10区間総距離22.50ｋｍで開催されました。
　10区間の総合の部には７チーム、５区間のハーフの
部に５チームが参加し、激しく雨の降る中、沿道から
の声援を受け健脚を競いました。結果は以下のとおり
です。

【総 合 の 部 】　優勝-上市Ａ、準優勝-下市、第3位-来鉢
【ハーフの部】　優勝-サントピア古野 
【 区 間 賞 】　１区-山本貴哉（上市Ａ）、２区-岩本雅弘（下市）、
　３区-三浦 通（上市Ａ）、４区-小池隼人（上市Ａ）、
　５区-柳田芳樹（下市）、６区-一尾佳史（田ノ小野）、
　７区-佐藤 翼（下市）、８区-髙橋二千（上市Ａ）、
　９区-阿南楓彩（上市Ｂ）、10区-中山幹太（サントピア古野）

《お詫びと訂正》
市報ゆふ 12 月号に誤りがありました。ゆふスポ！まちのス
ポーツ情報 18 ページ「県内一周駅伝大会～駅伝の冬到来～」
の８行目で「23 日㈬」とありますが、正しくは「22 日㈬」
です。訂正の上、お詫び申し上げます。

第9回
由布市スポーツ・レクリエーション大会
　11月23日、「第９回由布市スポーツ・レクリエー
ション大会」が庄内総合運動公園を中心に開催され
ました。当日は、天候に恵まれグラウンドゴルフ
競技、ミニバレーボール競技、ペタンク競技を実施。
応援者の歓声が飛び交う中、スポーツを楽しむ１日
となりました。

順位 氏名 地区 打点
１位 二宮 和子 挾間中村 31
２位 楢原 守人 石　　光 33
３位 小野 克己 石　　光 35
４位 水沼 八千代 挾間中村 37
５位 佐藤 軍治 高津透内 37
６位 斉藤 周二 大龍西部Ｂ 37

順位 地区 打点
１位 石　　光 235
２位 挾間中村 239
３位 長宝団地 257
４位 高津透内 263
５位 上　　重 265

順位 チーム名
１位 フレッシュ
２位 エンジェル

順位 チーム名
１位 湯布院テニスクラブ
２位 五ヶ瀬

グラウンドゴルフ競技結果

ミニバレーボール競技結果 ペタンク競技結果

個人の部（敬省略）	 団体の部

▲Ａ部 優勝の古野郷チーム

▲ハーフの部優勝 サントピア古野▲総合の部優勝 上市Ａ

▲B部 優勝の北方チーム

今シーズンの成績
１stステージ
１3位	 勝点１6　3勝	7分	5敗	
２ndステージ
１3位	 勝点１5　3勝	6分	６敗	
シーズン通算成績
１3位	 勝点３1　6勝	13分	11敗

頑張れ！ヴェルスパ大分！
▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/
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新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 002.7 ノ 知の進化論　－百科全書・グーグル・人工知能－

挾　
間

郷土 H309 フ パリの福澤諭吉　－謎の肖像写真をたずねて－
一般 443.8 ヨ 夜空と星の物語　日本の伝説編 健康 S494.6 マ 毎日おいしく食べる！大腸を切った人のための食事
一般 526.3 セ 世界の議事堂　　　　　　アイヴァン・ハーバー 健康 S498.3 カ イヤな自分を１日で変える脳ストレッチ
一般 913.6 ハ あおなり道場始末　　　　　　　　　　葉室　麟 くらし 594 エ ブックカバーとノートカバーの作り方
一般 933.7 カ 奇妙という名の五人兄妹　　アンドリュー・カウフマン 子育て 379.9 ス その叱り方、問題です！　　　　      菅原　ますみ
文庫本 B953.7 ミ 氷結　（上・下）　　　　　　ベルナール・ミニエ 絵本 E イ いのちのはな　　　　　　　　　　　　　のぶみ
趣味娯楽 Ｐ 783.7 ナ ミスタープロ野球・魂の伝言　    　　　長嶋　茂雄 絵本 E ク くまくん、はるまでおやすみなさい
湾曲 615.7 オ 百姓が書いた有機・無農薬栽培ガイド しらべ学 596 テ 火を使わないで作るごはん－うれしい包丁デビュー！－
ヤング Y913.6 ニ 掟上今日子の旅行記　（忘却探偵シリーズ８） 児童 933 オ 走れ犬ぞり、命を救え！（マジック・ツリーハウス ４１）

庄
内

一般 141.1 ワ 世界天才紀行　－ソクラテスからスティーブ・ジョブズまで－ 湯
布
院

一般 345.3 オ フリーランス＆個人事業主確定申告でお金を残す！元国税調査官のウラ技
一般 809.2 ヒ 雑談力　　　　　　　　　　 　　　　百田　尚樹 一般 763.5 モ 文字大きめ！フォーク酒場で役立つ定番曲200
一般 913.6 ワ 溝猫長屋祠之怪　　　　　　　　　　輪渡　颯介 特色ある 674 ナ そのまま使える「爆売れ」コピーの全技術　　中山　マコト

1月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2月の休館日　6日㈪・11日（祝）・13日㈪
◆蔵書点検 2月19日㈰～2月28日㈫

『そして〈彼〉は〈彼女〉になった』
細川　貂々　著

一般　367.3／ホ

『怒らニャい禅語』
枡野　俊明　著

一般　188.8／マ

『大逆転！御前試合』
飯野　笙子　著

文庫本　B913.6／イ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館

DEAR
図書館だより

̶2017.1̶

　母の呪いに苦し
みながらも、自分ら
しく自由に生きる
ためにトランスジェ
ンダーの問題を乗
り越え〈女性装〉と
なった東大教授の
お話をコミック化し
たものです。

　 ど ん な 怒 り も
すーっと消えていく、
心を整えるための禅
語を癒しの猫写真
とともに紹介します。
ページをめくれば、
幸せに生きるための
ヒントが見つかるは
ずです。

　越貫藩と水戸藩が
剣術試合をすること
になり、越貫藩の家
老は、酒好きの藤堂
雄馬に指南を頼みま
す。試合当日に奇跡
は起こるのか。ぜひ
ご覧ください。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館　︵
午
後
２
時
30
分
～
︶

　
︿
毎
月
第
３
水
曜
日
﹀

　
1
月
18
日
㈬
・
2
月
15
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　︵
午
前
10
時
～
︶

　
1
月
15
日
㈰
・
2
月
12
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館　︵
午
前
10
時
15
分
～
︶

　
︿
毎
月
第
１
木
曜
日
﹀

　
2
月
2
日
㈭

1
月
テ
ー
マ
展
示

●
挾
間
図
書
館

　
「
酉
年(

と
り
ど
し)

」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
風
邪
を
吹
き
飛
ば
す
」

　
児
童　
「
と
り
年
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童
「
酉
年
」

　
特
別
展
示  「
村
上　
春
樹
」

挾
間
図
書
館　
1
月
企
画
展
示

﹁
新 

年
”ブ
ッ
ク
と
ス
タ
ー
ト
“﹂

　

い
よ
い
よ
新
し
い
１
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
、
新
し
い
事
に
挑
戦
し

た
く
な
る
時
期
で
す
。
飛
躍
・
挑

戦
・
充
実
、、、
新
し

い
目
標
を
立
て
る
の

に
ぜ
ひ
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い

※
１
月
29
日
㈰
ま
で

湯
布
院
図
書
館
・

臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

１
月
24
日
㈫

　

昨
年
４
月
に
起
き
た
地
震
に
よ

る
破
損
箇
所
修
繕
の
た
め
、
湯
布

院
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
ご
利
用
に
な 

　
れ
ま
す
。

由
布
市
立
図
書
館

︵
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
︶

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

２
月
19
日
㈰
～
２
月
28
日
㈫

　

期
間
中
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
返
却

日
を
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
早
め
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

好
評
で
す
☆
図
書
通
帳

　

昨
年
12
月
17
日
か
ら
由
布
市
内

３
館
で
図
書
通
帳
の
運
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。
読
ん
だ
本
を
記
録
で

き
る
こ
と
か
ら
、
読
書
好
き
な
方

や
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
お
母

さ
ん
方
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
図
書
通
帳
の
詳
細
は
最
寄
り
の
図

　
書
館
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲図書通帳の表紙は「ザ・
キャビンカンパニー」による
オリジナルイラスト
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く ら し インフォメーション

相
談

労
働
な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　
２
月
９
日
㈭

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
由
布
市
役
所
本
庁
舎
本
館

　
１
階　
多
目
的
協
議
室

●
内
容

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

　
県
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
電
話
相

　
談
も
可
能
で
す
。

�
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０

－

６
０
１

－

５
４
０

　
携
帯
・
公
衆
電
話
か
ら
か
け
る
場
合

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て（
無
料
）

●
日
時　
２
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
９
会
議
室

●
内
容　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害

　
や
不
当
な
要
求
等
の
困
り
事
に
つ
い

　
て
、
弁
護
士
、
暴
力
団
担
当
警
察
官

　
お
よ
び
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
、
面

　
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ

　
ま
す
。

�（
公
財
）暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議　

　
相
談
電
話　

　
☎
０
９
７

－

５
３
８

－

４
７
０
４

２
月
は　

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」で
す

●
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
２
月
28
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

●
相
談
内
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相

　

続
分
な
ど
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登

　
記
手
続（
※
期
間
中
の
相
談
は
無
料
）

�
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
５
７
９

募
集

第
10
回
八
方
塾　

（
大
分
大
学
病
院
市
民
公
開
講
座
）

●
日
時　
１
月
20
日
㈮

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部

　
附
属
病
院　
玄
関
ホ
ー
ル

●
医
事
課
の
受
付
時
間

　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
テ
ー
マ　

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
リ

　
ス
ク
に
つ
い
て

�
大
分
大
学
医
学
部
医
事
課　

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
４
３
０

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

●
日
時　
３
月
１
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所

　
由
布
市
庄
内
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
由
布
市
役
所
内
）

●
対
象
者　

食
品
関
係
営
業
者
・
従

　

事
者
で
調
理
師
・
栄
養
士
な
ど
の

　

資
格
を
も
っ
て
い
な
い
方
、
お
店

　

を
開
店
予
定
で
資
格
を
持
っ
て
い

　
な
い
方

●
申
込
期
間

　
１
月
23
日
㈪
～
１
月
31
日
㈫

●
受
講
料　
８
，０
０
０
円

　
（
協
会
員
は
５
，０
０
０
円
）

�
由
布
食
品
衛
生
協
会

　
（
由
布
保
健
部
内
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
６
６
０

平
成
29
年
度
大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集
に
つ
い
て

●
対
象

①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
60

　
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補

　
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の

　
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た

　
は
著
し
く
困
難
な
方

②
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、

　
大
分
県
内
に
在
住
す
る
者

●
出
願
関
係
書
類
の
交
付　

　
１
月
16
日
か
ら
大
分
県
立
聾
学
校
事

　
務
室
で
交
付
し
ま
す
（
土
日
、
祝
日

　
除
く
）
。

●
出
願
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈬
～
２
月
14
日
㈫

　
（
土
日
、
祝
日
除
く
）

●
出
願
書
類
提
出
先

　
大
分
県
立
聾
学
校
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
「
書
留
」
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
立
聾
学

　
校
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
大
分
県
立
聾
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７

　
F
A
X
 0
9
7

－

5
4
6

－

2
1
1
1

お
知
ら
せ

県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

街
頭
啓
発
活
動

●
日
時　
１
月
23
日
㈪

　
午
後
４
時
～
（
30
分
間
）

●
場
所　
ト
キ
ハ
わ
さ
だ
タ
ウ
ン

　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ
広
場
前

●
内
容

　
米
・
野
菜
・
果
物
等
の
無
料
配
布

●
実
施
主
体　
県
農
業
会
議
・
県
下
の

　
農
業
委
員
会

�
農
業
委
員
会
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
３
０
３

放
送
大
学
４
月
生
募
集

 

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
あ
な
た

も
放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
程

　
２
月
５
日
㈰
、
２
月
19
日
㈰
、

　
３
月
12
日
㈰
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1月26日㈭ 
午後0時5分～

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

問い合わせ
防災安全課（本庁舎）
☎097-582-1140

運休と変更のお知らせ
運 休 便

運休日 コース名 運休内容

2/8 ㈬
シャトルバス 健康温泉館前 13 : 42 発、

大学病院 13 : 55 発、庄内庁舎 14 : 25 発の各便
下 詰 線 大学病院 12: 10 発

〔コミュニティバス〕総合政策課（本庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（本庁舎）
☎097-582-1111（代表）

☎097-582-1177

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休および変更となります。ご利用の
際はお間違えのないようご利用ください。

変 更 便
変更日 2/8 ㈬

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

●
出
願
締
切

　
第
１
回　
２
月
28
日
㈫

　
第
２
回　
３
月
20
日
㈪

※
個
別
相
談
も
随
時
受
付
中
で
す
。

※
資
料
請
求
等
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

�
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－５
４
９

－６
６
１
２

障
が
い
者
福
祉
券
お
よ
び

長
寿
祝
品
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
に
配
布
し
た
障
が
い
者

福
祉
券
お
よ
び
長
寿
祝
品
の
有
効
期
限

が
２
月
28
日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�
福
祉
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
６
５

緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

１
１
０
番
に
つ
い
て

　
１
１
０
番
は
事
件
事
故
専
用
の
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
不
要
不
急
の
通
報
が

増
え
る
と
、
本
当
に
緊
急
な
事
件
事
故

へ
の
対
応
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
、
要
望
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、

警
察
相
談
電
話
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

警
察
相
談
電
話

　
☎
♯
９
１
１
０

大
分
南
警
察
署　

　
☎
０
９
７

－５
４
２

－２
１
３
１（
代
表
）

必
ず
確
認
！
最
低
賃
金

　

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
１
時
間

７
１
５
円
（
平
成
28
年
10
月
１
日
効
力

発
生
）
で
す
。
県
内
の
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
（
平
成
28
年
12
月
25
日
効
力

発
生
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い

�
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

３
２
１
５

魅力いっぱいの
国道210号 写真募集
　国道210号沿いの観光スポットや思い出の
風景など道の魅力が伝わる写真をお送りくだ
さい。
◆募集期間
　2月20日㈪まで
◆入賞発表
　入選作品はサイトで発表するほか、道の駅 
　で作品を展示します。また、入賞以上の方
　には郵便でお知らせします。
◆応募方法

郵送または大分河川国道事務所ホームページ
内の「国道 210 号フォトコンテスト」応募
フォームから送付してください。詳しくは、
問い合わせまでご連絡ください。

◆問い合わせ
　国土交通省大分河川国道事務所
　〒 870-0820
　大分市西大道 1 丁目 1-71
　☎ 097-544-4167( 内線 472)
　 http://www.qsr.mlit.go.jp/oita/

鉄
鋼
業

８
６
１
円

非
鉄
金
属
製
造
業

８
４
６
円

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業

７
６
４
円

自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
、船
舶
製
造
・
修
理

業,
舶
用
機
関
製
造
業

８
１
３
円

各
種
商
品
小
売
業

７
１
６
円

自
動
車（
新
車
）小
売
業

７
８
０
円
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　　新しい洗濯表示 平成 28 年 12 月から

洗濯のしかた

漂白のしかた

漂白のしかた

乾燥のしかた 洗濯のしかた

クリーニングの種類

タンブル乾燥

自然乾燥

ドライクリーニング

ウェットクリーニング

覚えて上手に
洗濯しよう！

ぬれ干しとは、洗濯機による脱水や、
手でねじり絞りをしないで干すことです。

ウエットクリーニングとは、クリーニン
グ店が特殊な技術で行うプロの水洗いと
仕上げまで含む洗濯です。

　平成 28 年 12 月から、衣類等の繊維製品の洗濯表示が新しい記号に変更されました。
　これにより新しい洗濯表示が付けられた衣類等の販売が始まりました。
　国内外で洗濯表示が統一され、洗濯記号が 22 種類から 41 種類に増えました。きめ細かい情報
により、洗濯によって衣類等が縮む、色落ちするなどの洗濯のトラブルの減少が期待できます。

　【この情報に関する問い合わせ】
　由布市消費生活センター　（商工観光課内）　
　☎ 097-582-1304

塩素系及び酸素系漂白剤の使
用禁止

非常に弱い操作によるウエッ
トクリーニングができる
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ゆふ移住交流センター交流会を開催します！

 ■第5回ゆふ移住交流センター交流会
『留学生の母国の食と暮らしを学ぼう！』
を開催します。
　APU留学生が、母国の料理を振舞い、文
化や歴史などをスライドで紹介します。
　異国の「食」と「文化」、「留学生」と
触れ合いませんか。
●対象者
　どなたでもご参加可能（定員30人）
●参加費　500円
●日　時　1月22日㈰　午前11時～午後３時
●場　所
　旧星南幼稚園（由布市庄内町西1061）

 ■第6回ゆふ移住交流センター交流会
　『牛乳パックで仮面を作ろう！』を開催
します。
　牛乳パックを活用して絵を描いたり穴をあ
けたり、紙を張ったりしてお面を作ります。
　お面をつけて、願い事をしながら恵方巻
を食べませんか。
●対象者　
　どなたでもご参加可能（定員30人）
●参加費　300円（恵方巻き代）
●日　時　2月4日㈯　午後２時～午後５時
●場　所
　旧星南幼稚園（由布市庄内町西1061）

平成29年度 由布市キャンペーンレディを募集します！
由布市が大好きな方、由布市の魅力を全国に伝えたい方などやる気のある方大募集です！！
たくさんのご応募お待ちしております！

活動期間

応募資格

応募方法

審査方法

表彰・賞

申込期日

申込先・問い合わせ

２人

１年間

下記の条件に該当する方
●年齢満 18歳以上の女性（学生を除く）
●市内に在住または、市内の事業所等に勤
　務している方
●１年間に 20 日程度、市や観光協会等の
　行事（祭り・テレビ・雑誌など）に参加し、
　市の概要や観光等をＰＲできる方
●健康的で明るい方

●自薦、他薦（家族、職場、自治区、友人など）
　は問い　ません。
　※ただし他薦の場合は、本人の同意を得
　る　こと
●申込書に必要事項を記入の上、持参また
　は郵送のこと

〒 879-5498
由布市庄内町柿原
302番地
商工観光課（本庁舎）
☎097-582-1304 内線（2263）

　≪応募用紙は商工観光課、各地域振興課窓口に置いています≫

●一次審査は書類選考、二次審査は面接
　（３月中の土日いずれかで実施予定）
　※審査で惜しくも漏れた方の公表は一切いた
　　しません。

４月に開催される「ゆふいん温泉まつり」会場
での発表会で表彰します。副賞として主催者、
後援者から賞品を贈呈します。

２月 24日㈮【必着】

募集人員

※交流会への参加を希望される場合は、3日前までにご連絡ください。
●問い合わせ
　ゆふ移住交流センター「星とぴあ」
　☎097-574-9356

21 2017.1　市報ゆふ



　

ま
た
、
こ
の
小
豆
粥
を
使
っ
て
、

年
間
の
豊
作
占
い
を
し
ま
し
た
。
地

域
に
よ
っ
て「
ト
ボ
サ
ク
」「
き
っ
そ

う
」「
藁
選
び
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

15
日
前
後
は
、
柿
な
ど
の
果
樹
に

刃
物
を
あ
て
て
豊
作
を
約
束
さ
せ
る

「
成な

る
き木
責ぜ

め
」、害
鳥
・
害
虫
を
追
い

払
う「
鳥
追
い
」「
も
ぐ
ら
打
ち
」
な

ど
農
耕
に
関
係
し
た
行
事
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ぼ
ち
ぼ
ち
お
正
月
気
分
も
薄
れ
て

く
る
20
日
は
、
骨
正
月
と
よ
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
昔
は
新
鮮
な
魚
の
骨
は

め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

新
巻
の
サ
ケ
、
ブ
リ
と
い
っ
た
魚
は

特
別
な
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
土
間
に

吊
る
し
て
お
正
月
の
間
中
に
少
し
ず

つ
食
べ
て
い
た
魚
が
こ
の
頃
に
は
骨

だ
け
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
現
し

た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
日
を
境
に
正し

ょ
う
が
つ月
終じ

ま

い

と
し
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
が
本
格
的

に
始
ま
る
の
で
し
た
。

参
考
文
献

　
挾
間
町
誌

　
庄
内
町
誌

　
町
誌
湯
布
院

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
の
こ
と
を
睦む

つ
き月
と
呼
び
ま
す

が
、
こ
れ
に
は
「
親
族
が
互
い
に
行

き
来
し
て
仲
睦
ま
じ
く
す
る
月
」
、

「
稲
の
実
を
初
め
て
水
に
浸
す
月
を

指
す
﹃
実む

つ
き月
﹄
か
ら
転
じ
た
言
葉
」

ま
た
は
「
１
年
の
は
じ
め
の
月
﹃
元も

と

つ
月
﹄
か
ら
」
と
語
源
の
意
味
は
諸

説
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説

に
も
新
し
い
１
年
へ
の
人
々
の
期
待

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
納
得
で

き
る
気
が
し
ま
す
ね
。
今
回
は
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
前
に
見
ら
れ
て
い
た
睦

月
の
行
事
と
風
景
に
つ
い
て
で
す
。

　

ま
る
ま
る
１
日
休
ん
だ
元
旦
の
次

の
日
は
「
仕
事
始
め
」
で
田
畑
の
鍬

入
れ
や
、
農
耕
用
の
縄
を
な
っ
た
り
、

縫
い
物
を
し
た
り
と
、
ほ
ん
の
少
し

仕
事
の
ま
ね
ご
と
を
し
ま
し
た
。
早

朝
か
ら
作
業
を
始
め
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
中
に
は
「
午
前
２
時
ご
ろ
に

起
き
て
藁
を
打
ち
、
明
け
方
ま
で

な
っ
た
。」と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

門
松
、
正
月
飾
り
を
取
り
払
い
、

徐
々
に
お
正
月
気
分
が
抜
け
て
く
る

頃
の
15
日
に
は
小あ

ず
き豆
粥が

ゆ

を
炊
い
て
い

ま
し
た
。
小
豆
粥
を
食
べ
る
時
、
吹

い
て
食
べ
る
と
鼻
の
頭
が
赤
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
冷
ま
し
て

ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

●
タ
マ
ネ
ギ

　

早
生
種
は
２
回
目
の
追

肥
、
中
晩
生
種
は
１
回
目

の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
1
株
当
た
り
10g
程
度
を
散
布
し
ま
す
。

マ
ル
チ
栽
培
の
場
合
は
植
え
穴
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
即

効
性
の
化
成
肥
料
が
適
し
て
い
ま
す
。
雨
が
少
な
い
時
は
真
冬
で

も
水
や
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
春
先
に
大
発
生
し
た
ベ
ト
病
は
排
水
の
悪
い
畑
ほ
ど
被

害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
畑
の
周
り
に
し
っ
か
り
と
排
水
溝

を
掘
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
地
上
部
は
枯
れ
て
か
ら
株
元
か
ら
刈
り
取
り
ま
す
。
刈
り
取
っ

た
も
の
は
必
ず
畑
の
外
に
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
株
や
畝
に
は

病
原
菌
が
付
着
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
な

ど
で
焼
い
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
ワ
ラ
な
ど
を
燃
や
し
て
も
い
い

で
す
。
そ
の
後
追
肥
を
し
て
土
寄
せ
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
ワ
ラ
や

完
熟
堆
肥
で
畝
を
覆
い
マ
ル
チ
で
被
覆
し
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す

る
と
冬
の
間
に
し
っ
か
り
保
温
で
き
春
先
か
ら
の
新
芽
の
生
育
を

よ
く
し
ま
す
。

●
そ
の
他
野
菜

　
春
菊
な
ど
は
強
い
寒
風
に
や
ら
れ
る
と
葉
先
が
黒
く
な
っ
た
り

枯
れ
た
り
し
ま
す
。
保
温
資
材
で
ト
ン
ネ
ル
ま
た
は
ベ
タ
掛
け
し

て
寒
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
白
菜
は
外
葉
の
痛
ん
だ
も
の
で
周
囲
と
頂
部
を
包
み
ヒ
モ
で
結
び

ま
し
ょ
う
。

　
ニ
ラ
は
多
年
生
で
す
が
、
2
～
3
年
で
収
量
が
お
ち
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
株
分
け
更
新
を
し
ま
し
ょ
う
。
株
分
け
に
一
番
良
い
時

期
は
、
葉
が
枯
れ
、
株
が
休
眠
状
態
に
入
っ
て
い
る
冬
の
間
で
す
。

　
大
根
は
表
面
が
凍
る
と
皮
が
剥
げ
ま
す
。
凍
っ
た
状
態
の
時
は

手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
果
樹
類

　
落
葉
樹
は
葉
が
落
ち
た
ら
剪
定
を
行
い
ま
す
。常
緑
樹(

柑
橘
系)

は
ま
だ
で
す
。
ま
た
、
越
冬
害
虫
の
駆
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
だ
け
で
害
虫
や
病
気
の
発
生
量
は
減
少
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
果
実
に
黒
い
ス
ス
状
の
も
の
が
着
く
ス
ス
病
は
害
虫

の
糞
に
寄
生
し
発
生
し
ま
す
。
害
虫
を
駆
除
す
れ
ば
こ
の
病
気
も

発
生
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター

︹
問
い
合
わ
せ
︺

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課︵
本
庁
舎
︶

 

☎
０
９
７-

５
８
２-

１
２
０
３

歴 史 民 俗 資 料 館 報

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

　

早
生
種
は
２
回
目
の
追

肥
、
中
晩
生
種
は
１
回
目

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
由布市の農業発展のためさらに努力してまいります。いつでもご相談ください。
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ま
た
、
こ
の
小
豆
粥
を
使
っ
て
、

年
間
の
豊
作
占
い
を
し
ま
し
た
。
地

域
に
よ
っ
て「
ト
ボ
サ
ク
」「
き
っ
そ

う
」「
藁
選
び
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

15
日
前
後
は
、
柿
な
ど
の
果
樹
に

刃
物
を
あ
て
て
豊
作
を
約
束
さ
せ
る

「
成な

る
き木
責ぜ

め
」、害
鳥
・
害
虫
を
追
い

払
う「
鳥
追
い
」「
も
ぐ
ら
打
ち
」
な

ど
農
耕
に
関
係
し
た
行
事
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ぼ
ち
ぼ
ち
お
正
月
気
分
も
薄
れ
て

く
る
20
日
は
、
骨
正
月
と
よ
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
昔
は
新
鮮
な
魚
の
骨
は

め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

新
巻
の
サ
ケ
、
ブ
リ
と
い
っ
た
魚
は

特
別
な
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
土
間
に

吊
る
し
て
お
正
月
の
間
中
に
少
し
ず

つ
食
べ
て
い
た
魚
が
こ
の
頃
に
は
骨

だ
け
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
現
し

た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
日
を
境
に
正し

ょ
う
が
つ月
終じ

ま

い

と
し
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
が
本
格
的

に
始
ま
る
の
で
し
た
。
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由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
本 庁 舎　　　2月  3日㈮ 午前９時～午前11時
はさま未来館　2月 4日㈯ 午前９時～正午
湯布院庁舎　　2月15日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
本 庁 舎　　 ２月 ６日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※本庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場合

のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は本庁舎は総務課、挾間及び湯布院庁舎は各地域振興課

へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
本 庁 舎　　　2月15日㈬ 午後１時30分～午後４時
挾間庁舎　　　2月14日㈫ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　2月  7日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
本 庁 舎　　　2月10日㈮ 午後１時～午後３時
挾間庁舎　　　2月17日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　2月 3日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（本庁舎）
　☎ 097–582–1112（内線 1218）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　2月5日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　2月5日㈰ 12：30～
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは２月までお休みします。詳しく

は、大分市ホームページをご覧ください。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳しく
は市民課（☎097–582–1137）・税務課（☎097–
582–1269）まで問い合わせください。
1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

挾 挾/湯 湯 14
8 9 10 11 12 13 14

庄 挾 挾/湯 湯
15 16 17 18 19 20 21

庄 庄 挾 挾/湯 湯
22 23 24 25 26 27 28

庄 庄 挾 挾/湯 湯
29 30 31

庄 庄
2
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

挾 挾/湯 湯 14
5 6 7 8 9 10 11

庄 庄 挾 挾/湯 湯
12 13 14 15 16 17 18

庄 庄 挾 挾/湯 湯
19 20 21 22 23 24 25

庄 庄 挾 挾/湯 湯
26 27 28

庄 庄
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編集後記
▶新年おめでとうございます。昨年は大震災を経験し皆さんに
とっても大変な１年だったと思います。今年はこれまで以上に
“羽ばたく１年” になるよう頑張っていきますので、今年もよろ
しくお願いします。（た）
▶新年明けましておめでとうございます。平成２９年になり、
気持ち新たに市の広報活動に取り組み、さまざまな情報を皆
さんにお届けしていきたいと思います！本年もよろしくお願いし
ます！（あ）

人　
　口 ひとの動き

20歳がスタート！『国民年金』
　日本に住む20歳から60歳未満のす
べての人は国民年金に加入し、保険料
を納めることになっています。皆さん
は、国民年金について考えたことがあ
りますか？「年金なんてまだ関係な
い」と思っていませんか？国民年金は、
老後の生活保障だけでなく、万が一、
病気やけがで障害が残ったときや、一
家の働き手が亡くなったときなど、あ
なたやあなたの家族を守ってくれます。
ただし、加入の届け出や保険料の納め
忘れがあると年金が受けられないこと
もあります。「あのときに…」と後悔す
る前に、国民年金に加入しましょう！
※20歳前に就職して厚生年金等に加
　入している方は、第２号被保険者と
　なっていますので、加入手続きは不
　要です。
問大分年金事務所
☎097–552–1211

総人口  35,069人（ ー33）
世帯数  15,488戸（ ー7）

男  16,787人（ ー23）
女  18,282人（ ー10）

12月31日現在 （　 ）は前月比

●入湯税・・・・１月期分（12月分）
●国民健康保険税・・・・８期分
●介護保険料・・・・８期分
●後期高齢者医療保険料・・・・７期分
納期限　平成29年1月31日㈫
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
な
ん
と
な
く
、
今
年
は
よ
い
事
が
あ
る
ご
と
し
。
元
日
の
朝
、

晴
れ
て
風
な
し
。
」
12
月
号
に
続
い
て
石
川
啄
木
の
歌
で
す
。
皆

さ
ん
も
き
っ
と
啄
木
と
同
じ
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

年
こ
そ
は
、
と
か
、
今
年
も
頑
張
る
ぞ
と
心
に
決
め
て
１
年
の
出

発
で
す
ね
。

　
今
の
こ
の
気
持
ち
を
失
わ
な
い
限
り
き
っ
と
目
標
は
達
成
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
と
て
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。

毎
年
３
日
坊
主
で
反
省
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
私
で
も
こ

れ
ま
で
頑
張
れ
た
事
が
２
つ
あ
る
ん
で
す
よ
。
１
つ
は
35
歳
の
時

に
タ
バ
コ
を
や
め
た
こ
と
。
そ
れ
と
２
年
前
か
ら
始
め
た
メ
タ
ボ

解
消
の
取
り
組
み
で
す
。
タ
バ
コ
は
完
全
に
や
め
る
こ
と
が
で
き

て
そ
れ
以
来
１
本
も
吸
っ
て
い
ま
せ
ん
。
メ
タ
ボ
だ
け
は
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
う
誘
惑
と
毎
日
闘
っ
て
い
ま
す
。
「
健

康
立
市
宣
言
」
を
し
た
か
ら
に
は
率
先
し
て
や
ら
ね
ば
と
そ
の
使

命
感
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
れ
る
仲
間
が
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
嬉
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。
由
布
市
挾
間
町
出
身
の
橋
本

崚
選
手
が
、
昨
年
12
月
18
日
に
行
わ
れ
た「
第
47
回
防
府
読
売
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
青
山
学
院
大
学

で
は
４
年
間
、
故
障
な
ど
で
箱
根
駅
伝
は
選
手
と
し
て
走
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
つ
ら
い
思
い
を
糧
に
社
会
人
と
な
っ
て
練
習
に

励
み
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
次
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
で

す
。
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
由
布
市
を
あ
げ
て
応
援
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
健
康
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課☎097–582–1112へ電話でお申し込みください。
対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。
2月生まれの申込締切は1月18日㈬ 、3月生まれ2月16日㈭です。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

平
ひ ら き

木　心
こ あ

愛ちゃん
平成 26年 1月 25日生　庄内町畑田

大
お お つ か

塚　将
しょうへい

平くん
平成 27年 1月 22日生　挾間町挾間

下
し も む ら

村　亮
りょうせい

晴くん
平成 27年 1月 8日生　湯布院町川北

加
か と う

藤　夢
ゆ う た

達くん
平成 28年 1月 24日生　挾間町小野

下
し も む ら

村　颯
は や と

音くん
平成 27年 1月 19日生　挾間町向原

甲
か い

斐　心
こ う せ い

清くん
平成 28年 1月 23日生　挾間町挾間

園
そ の し た

下　昴
こ う き

暉くん
平成 28年 1月 28日生　庄内町西長宝

三
み さ わ

澤　友
ゆ い

結ちゃん
平成 27年 1月 22日生　挾間町下市

Happy	 Birthday あなたの生まれた大切な日

政治家の寄附は禁止です！
有権者が求めることも禁止されています！

年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシー
ズンですが、政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈るこ
とは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治
家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。寄附
禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

●三ない運動
贈らない！　求めない！　受け取らない！

政治家と有権者のクリーンな関係を保ち、お金のかからない
選挙を実現するために寄附禁止のルールを守りましょう。
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